
①表面が平面ひずみ状態の盛り上がりになっている
ことから，変位量計測に関して高い再現性を確保

方 法 アスペクト比 4:1 の矩形状の吸引孔を有する吸引試験装置を試作

寒天を実験試料として吸引時の試料表面の盛り上がり具合を計測

②吸引圧－変位量（盛り上がり）の勾配とヤング率の間
には高い相関のあることを確認

吸引式の生体軟組織力学特性計測装置の試作

目 的 傷害予測・外科手術シミュレーション等に活用可能な生体軟組織の力学特性を簡便かつ精確に計測する手法の確立

12 mm

3 mm

チャンバー底面の吸引孔

盛り上がりの高さが一定 @ 10 kPa 勾配は一定

まとめ 独自のコンセプトにもとづく吸引式の生体軟組織力学特性計測装置を試作し，その妥当性を確認することができた

結 果
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吸 引

実験試料の設置箇所
試料に吸引孔を押し当て陰圧負荷

→段階的に 40 kPa まで陰圧を増加
→吸引圧と盛り上がりの変化を計測


